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を
加
え
、
４
億
６
，
２
１
１
万

３
千
円
と
す
る
。（
事
業
確
定

に
よ
る
負
担
金
）

全
員
賛
成

　

予
算
の
総
額
に
１
８
８
万
７

千
円
を
加
え
、
６
億
７
，
８
６

８
万
７
千
円
と
す
る
。（
長
岡

処
理
場
の
落
雷
等
の
修
理
管
理

費
に
よ
る
も
の
）

質
問　

創
造
の
森
へ
上
っ
て
行

く
道
路
の
両
サ
イ
ド
に
「
桜
」

を
植
え
る
話
だ
が
、
元
の
桜
を

植
え
た
方
々
が
ま
だ
健
在
し
て

い
る
。
当
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

植
え
て
く
れ
た
人
達
へ
の
配
慮

な
ど
は
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長　

19
年
度
に
補

助
事
業
に
よ
り
道
路
沿
い
に
あ
っ

た
桜
の
木
が
、
テ
ン
グ
ス
病
に
な

り
約
２
０

０
本
を
伐

採
。
そ
の

沿
線
に
桜

の
植
栽
に

は
「
日
本

桜
の
会
」

と
「
宝
く

じ
」
両
方

か
ら
３
０

０
本
の
苗

木
が
頂
け

る
こ
と
に

な
り
、
伐

採
し
た
所

に
今
回
オ

オ
ヤ
マ
サ

ク
ラ
と
い

う
種
類
で

テ
ン
グ
ス

全
員
賛
成

質
問　

今
、
広
域
の
事
業
確
定

に
よ
る
減
額
補
正
が
上
が
っ
て

い
る
が
、
村
長
も
知
っ
て
の
通

り
広
域
負
担
分
で
合
併
後
の
、

激
減
緩
和
措
置
が
消
防
救
急
は

１
年
遅
れ
る
け
ど
、
そ
の
ほ
か

の
事
業
は
２
年
後
に
10
％
に
な

る
よ
、
と
い
う
約
束
事
が
あ
る

が
、
村
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

全
員
賛
成

　

予
算
の
総
額
か
ら
６
２
９
万

１
千
円
を
減
じ
、
14
億
３
，
９

２
２
万
８
千
円
と
す
る
。（
現

在
基
金
は
４
，
２
６
０
万
円
）

平
成
20
年
度
補
正
予
算

広
域
負
担
に
議
会
の
協
力
を

質
問　

紙
お
む
つ
の
配
布
委
託

は
社
会
福
祉
協
議
会
と
理
解
し

て
い
る
。
一
つ
の
世
帯
に
１
年

間
で
何
枚
ま
で
配
布
さ
れ
て
い

る
か
。
１
日
５
０
０
円
の
助
成

は
年
間
か
、
毎
日
な
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　

介
護
保
険
の

給
付
で
対
象
は
介
護
認
定
４
と

５
に
該
当
す
る
。
非
課
税
世
帯

で
寝
た
き
り
、
又
は
同
状
態
に
近

い
方
で
現
在
６
人
が
利
用
。だ
が
、

紙
お
む
つ
・
尿
と
り
パ
ッ
ト
を
利

用
者
に
合
わ
せ
５
０
０
円
相
当

ま
で
、
一
日
を
単
位
で
必
要
で
あ

れ
ば
年
間
給
付
し
て
い
る
。

介
護
給
付
を
手
厚
く
し
た
い

全
員
賛
成

　

予
算
の
総
額
に
１
，
１
８

６
万
３
千
円
を
加
え
、
６
億

▲

広
域
事
業
費
が
む
ず
か
し
い

▲

長
岡
処
理
場
の
落
雷
に
よ
る
修
理
が
必
要

村
長　

今
は
６
市
町
村
が
合
併

し
て
も
榛
東
・
吉
岡
は
関
係
な

い
。
今
迄
６
市
町
村
が
持
っ
た

も
の
を
踏
襲
す
る
中
で
、
一
応

暫
定
的
に
５
年
間
で
緊
急
緩
和

措
置
と
し
て
い
る
し
、
２
年
後

の
予
算
か
ら
そ
の
暫
定
的
な
こ

と
は
な
く
な
る
が
、
そ
の
措
置

を
延
長
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
両
町
村
の
議
員

さ
ん
に
も
統
一
し
た
方
針
で
協

力
を
得
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

沿
線
の
桜
を
植
え
替
え

創造の森へ上る桜の植え替え

４
，４
５
２
万
９
千
円
と
す
る
。

（
21
年
度
は
保
険
料
見
直
し
、

基
金
は
現
在
１
，２
３
６
万
円
）

全
員
賛
成

　

予
算
の
総
額
に
78
万
１
千
円

　

予
算
の
総
額
に
５
，
４
０
７

万
８
千
円
を
加
え
、
55
億
２
，

２
０
１
万
２
千
円
と
す
る
。

病
に
強
い
桜
を
環
境
森
林
事
務

所
と
相
談
し
て
実
施
す
る
も
の

で
、
19
年
度
予
算
で
議
会
説
明

は
し
て
い
る
。
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金
古
×
広
馬
場
線
舗
装
補

修
工
事

（
可
決
）

　

契
約
の
方
法
・
指
名
競
争
入

札
。
契
約
金
額
・
６
，
１
９
５

万
円
。
請
負
業
者
・
㈱
岩
崎
建

設(

15
区
コ
ミ
セ
ン
か
ら
八
ノ

海
道
の
信
号
手
前
ま
で
の
１
，

０
７
０
ｍ
の
舗
装
工
事)

出
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　

村
で
は
大
字
長
岡
・

20
区
・
13
区
・
12
区
で
、
団
体
の

長
に
文
書
を
送
付
す
る
。

⑵
税
条
例
の
一
部
を
改
正

（
可
決
）

質
問　

村
外
に
住
む
方
が
寄
付

金
を
し
た
場
合
、
村
に
ど
ん
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

税
務
課
長　

そ
の
本
人
は
住
所

地
に
お
い
て
、
所
得
税
及
び
住

民
税
の
寄
付
金
控
除
で
税
額
が

軽
減
さ
れ
、
村
は
そ
の
方
か
ら

受
け
た
寄
付
金
に
よ
り
潤
う
。

こ
の
こ
と
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
し
て
い
き
た
い
。

⑴
村
営
住
宅
の
管
理
に
関

す
る
一
部
を
改
正

（
可
決
）

（
入
居
者
の
収
入
11
万
４
千
円

を
超
え
15
万
８
千
円
以
下
の
場

合
。
15
万
８
千
円
を
超
え
19
万

１
千
円
以
下
の
場
合
。
19
万
１

千
円
を
超
え
る
場
合
）
こ
の
条

例
の
施
行
で
現
に
入
居
し
て
い

る
収
入
超
過
者
は
、
平
成
26
年

ま
で
従
前
の
例
に
よ
る
。

⑵
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正

（
可
決
）

（
出
産
育
児
一
時
金
と
し
て
、

被
保
険
者
の
世
帯
主
に
35
万
円

が
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
村
長

が
必
要
と
認
め
た
時
、
３
万
円

を
上
限
と
し
て
加
算
す
る
も
の
）

⑶
総
合
農
政
推
進
資
金
融

通
措
置
条
例
を
定
め
る
。

（
可
決
）

（
認
定
農
業
者
育
成
資
金
等
に

係
る
村
利
子
補
給
等
に
つ
い

て
、
県
総
合
農
政
推
進
資
金
融

通
措
置
要
綱
と
の
整
合
を
図
る

も
の
）

⑷
榛
名
興
産
市
町
村
組
合

の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分

等
に
つ
い
て

（
可
決
）

（
高
崎
73
・
５
％
・
前
橋
20
％
・

吉
岡
３
・
３
％
・
榛
東
３
・
２
％

の
持
分
、
基
金
等
は
帰
属
・
精

算
事
務
は
高
崎
市
・
余
剰
金
×

▲

広
金
線
舗
装
工
事
１
，
０
７
０
ｍ

（
岩
崎
建
設
）

全額国庫負担の「最低保障年金制度」創設を求める…………… 採択

　全日本年金者組合　渋川支部長　高井誉四男氏

　榛東村新井　西田英明氏　紹介議員・柳田キミ子氏

　（議会の採択を受けて、自治法99条の規定で意見書を国に提出する）

①八幡６号線舗装整備を願う……………………………………… 採択

　第８区長・森田　卓氏　区長代理・斉藤邦夫氏

②戌亥５号線舗装工事を願う……………………………………… 採択

　第９区長・小山洋一氏　区長代理・田口常信氏・牧口利夫氏

③多屋10号線舗装工事を願う …………………………………… 採択

　第９区長・小山洋一氏　区長代理・田口常信氏・牧口利夫氏

④多屋９号線・多屋13号線舗装工事を願う …………………… 採択

　第９区長・小山洋一氏　区長代理・田口常信氏・牧口利夫氏

請願

陳情

（
可
決
）

質
問　

団
体
の
代
表
者
は
交
代

ご
と
に
印
鑑
証
明
・
税
の
手
続

き
が
必
要
だ
が
、
こ
の
人
達
に

改
正
関
係
の
分
か
る
説
明
文
を

工
事
請
負
契
約

不
足
金
は
配
分
又
は
負
担
。
疑

義
等
は
各
首
長
が
そ
の
都
度
協

議
す
る
）

＊
今
、
多
く
の
国
民
が

「
健
康
で
文
化
的
な
最
低

限
度
」
の
生
活
を
送
る
の

が
大
変
困
難
で
、
格
差
も

広
が
っ
て
い
る
。
特
に
戦

後
の
経
済
を
支
え
、
社
会

発
展
に
貢
献
し
て
き
た
高

齢
者
の
生
活
が
国
の
政
策

で
、
い
っ
そ
う
苦
し
く

な
っ
て
い
る
。
年
金
生
活

の
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、

国
民
生
活
も
同
様
に
厳
し

く
掛
け
金
を
払
え
な
い
人

も
急
増
し
て
い
る
。

　

社
会
の
「
格
差
」
が
広

が
っ
て
い
る
現
在
「
最
低

保
障
年
金
」
の
創
設
こ
そ

が
、
老
後
の
生
活
が
保
障

さ
れ
、
現
役
世
代
も
安
心

し
て
働
け
る
基
盤
に
な
る

こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法

第
99
条
の
規
定
に
よ
り
、

意
見
書
の
提
出
を
榛
東
村

議
会
と
し
て
「
国
」
に
提

出
。(

以
上
は
そ
の
概
要)

「
最
低
保
証
年
金
制
度
」

創
設
を
求
め
る

「
意
見
書
」

条
例
改
正

⑴
認
可
地
縁
団
体
印
鑑

の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
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質
問　

請
け
負
う
権
利
の
あ
る

村
内
業
者
は
１
社
で
、
家
族
に

議
員
が
い
る
た
め
自
治
法
に
抵

触
し
な
い
か
。
議
員
は
会
社
員

と
届
け
が
あ
る
が
村
民
感
情
か

ら
疑
心
が
持
た
れ
る
。
法
に
触

れ
な
く
て
も
議
員
の
家
族
が
事

業
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
、
村

①
議
論
の
中
で
私
と
し
て
は

執
行
並
び
関
係
職
員
の
反
省

が
村
民
に
通
じ
な
い
と
思
う
。

村
長
の
提
案
す
る
７
万
２
，

０
０
０
円
の
減
給
で
そ
の
責

任
を
逃
れ
る
の
は
難
し
い
。

副
村
長
・
税
務
課
長
の
話
で

は
反
省
の
姿
勢
が
読
取
れ
な

い
。
よ
っ
て
今
回
提
案
さ
れ

た
条
例
に
反
対
と
す
る
。

②
本
条
例
の
改
正
に
提
案
理

由
は
村
長
の
月
額
を
減
額
す

る
。
今
回
の
国
保
税
の
徴
収

漏
れ
の
責
任
を
と
る
形
で
の

説
明
だ
が
、
こ
の
責
任
の
取

り
方
が
儀
礼
的
な
感
じ
で
、

本
当
に
村
民
に
責
任
を
と
る

意
思
が
伝
わ
ら
な
い
、
よ
っ

て
反
対
討
論
と
す
る
。

臨
時
議
会

臨
時
議
会

（
村
長
の
20
年
11
月
分
の
給
与

を
10
％
減
額
す
る
提
案
）

　

（
否
決
）

質
問　

国
保
税
の
徴
収
漏
れ
が

12
年
前
か
ら
あ
っ
た
。
法
的
に

は
３
年
間
分
は
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
（
９

１
３
万
円
）
課
税
で
き
る
。
執

行
長
と
し
て
の
責
任
は
大
き

い
。
提
案
さ
れ
た
程
度
で
は
村

民
が
納
得
す
ま
い
。
対
象
は
３

７
４
世
帯
で
責
任
は
村
民
で
は

な
く
、
そ
の
ミ
ス
は
行
政
に
あ

る
。
副
村
長
の
話
で
は
、
村
に

も
責
任
が
あ
る
が
シ
ス
テ
ム
会

社
に
も
責
任
が
あ
る
と
言
っ
て

い
る
。
村
は
入
力
デ
ー
タ
の
相

続
管
理
人
を
相
続
対
象
外
の
納

税
管
理
人
と
し
て
登
録
し
て
い

た
。
だ
か
ら
間
違
い
が
起
こ
っ

た
。
し
か
も
、
12
年
間
も
で
責

任
は
全
額
村
に
あ
る
。
管
理
職

は
年
に
一
回
見
直
し
を
し
て
予

算
編
成
す
る
こ
と
か
ら
、
シ
ス

テ
ム
会
社
に
損
害
を
求
め
る
の

は
違
う
し
、
副
村
長
の
責
任
転

嫁
は
だ
め
だ
。

村
長　

過
日
の
新
聞
で
も
国
保

税
の
課
税
誤
り
が
報
道
さ
れ
、

９
月
議
会
で
も
詳
細
が
分
か
り

次
第
報
告
し
、
私
の
減
給
を
含

め
提
案
す
る
と
申
し
上
げ
た

が
、
今
回
そ
の
内
容
が
分
か
り

提
案
し
た
も
の
。
言
わ
れ
る
通

り
シ
ス
テ
ム
上
の
問
題
で
も
、

村
の
入
力
が
違
っ
て
こ
う
な
っ

た
。
最
終
的
に
は
私
の
名
前
で

課
税
す
る
わ
け
で
ミ
ス
を
見
抜

け
な
か
っ
た
責
任
は
素
直
に
謝

る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
責

任
の
取
り
方
で
県
内
で
は
桐

生
・
玉
村
・
吉
岡
で
国
保
の
誤

り
が
あ
っ
た
が
、
一
切
責
任
を

負
っ
て
い
な
い
が
、
私
は
責
任

を
減
給
の
方
法
で
示
す
の
が
住

民
に
解
り
や
す
い
と
思
う
。
該

当
者
の
説
明
に
は
２
人
１
組
み

で
内
容
説
明
を
し
、
課
税
そ
の

も
の
が
時
効
に
な
ら
な
い
21
年

２
月
ま
で
に
世
帯
を
廻
っ
て
お

詫
び
を
す
る
よ
う
指
示
し
て
い

る
。
（
誠
心
誠
意
・
説
明
に
努

め
た
い
）

11
月
７
日

条
例
改
正

工
事
請
負
契
約

広
馬
場
汚
水
処
理
施
設
土
木
付

帯
・
建
築
工
事　

（
可
決
）

（
契
約
の
方
法
・
指
名
競
争
入

札
。
契
約
金
額
・
３
億
１
３
５

万
円
。
請
負
業
者
・
㈱
南
榛
工

業
）

質
問　

予
定
価
額
を
公
表
し
な

い
の
は
な
ぜ
か
。
一
般
競
争
入

札
で
な
い
の
は
村
民
か
ら
見
て

不
透
明
で
分
か
り
に
く
い
。
入

札
の
立
会
人
は
ど
な
た
か
。

村
長　

村
で
は
予
定
価
格
を
公

表
し
て
い
な
い
。
立
会
人
は
入

札
執
行
官
・
村
長
・
副
村
長
・

総
務
課
長
。

民
に
は
妥
当
な
解
釈
を
で
き
な

い
人
も
い
る
。

村
長　

法
治
国
家
で
法
に
抵
触

し
な
い
と
解
釈
し
て
い
る
。
法

に
触
れ
な
い
も
の
を
排
除
で
き

な
い
。

広
馬
場
汚
水
処
理
施
設
機
械
・

電
気
設
備
工
事

（
可
決
）

（
契
約
の
方
法
・
指
名
競
争
入

札
。
契
約
金
額
・
４
億
２
，
５

２
５
万
円
。
請
負
業
者
・
㈱
ヤ

マ
ト
）

質
問　

調
書
で
見
る
と
入
札
金

額
が
、
神
業
の
よ
う
な
僅
差
だ

が
指
名
に
疑
い
を
持
た
な
か
っ

た
か
。

副
村
長　

業
者
は
指
名
で
き
る

が
、
入
札
の
結
果
は
93
・
1
％

の
請
負
比
率
と
な
っ
た
。

広馬場処理場建設地（15区）

▲

広
馬
場
処
理
施
設
の
起
工
式
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温
泉
勉
強
会

　

平
成
19
年
８
月
「
し
ん
と
う

温
泉
」
停
止
に
よ
り
、
継
続
の

問
題
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、
こ

の
夏
か
ら
温
泉
掘
削
の
再
開
が

始
ま
っ
て
い
る
。
旧
ポ
ン
プ
か
ら

約
20
ｍ
地
内
だ
が
、
現
在
約
４

０
０
ｍ
の
深
さ
ま
で
掘
削
作
業

が
、
原
澤
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
て
い
る
。前
回
は
１
，

０
０
０
ｍ
だ
っ
た
こ
と
か
ら
比
較

は
で
き
な
い
が
、
同
程
度
ま
で

は
見
込
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

　

村
で
は
温
泉
の
知
識
を
深
め

る
た
め
、
役
職
に
あ
る
関
係
者

を
集
め
群
馬
県
温
泉
協
会
の
先

生
を
講
師
に
招
い
て
勉
強
会
を

行
い
、温
泉
へ
の
関
心
を
深
め
た
。

　

全
国
で
は
２
５
，
０
０
０
箇

所
の
源
泉
が
あ
っ
て
、
群
馬
県

全
体
で
は
６
４
，
０
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
の
源
泉
が
噴
出
し
て

い
る
（
東
京
ド
ー
ム
を
13
日
間

で
一
杯
に
で
き
る
量
）
と
い
う
。

　

ほ
と
ん
ど
の
温
泉
は
、
循
環

水
で
雨
水
等
が
浸
水
し
た
も
の

で
使
い
方
で
は
枯
れ
て
し
ま
う
。

し
ん
と
う
温
泉
も
こ
の
た
ぐ
い
。

磯
部
温
泉
が
代
表
的
な
化
石
海

水
型
温
泉
で
近
年
平
野
部
の
開

県温泉協会の酒井先生を講師に

庁舎問題で緊急召集を

新
庁
舎
建
設
委
員
会

（
10
月
30
日
現
在
）

　

国
か
ら
の
交
付
金
が
今
年
は

減
額
さ
れ
る
。
小
泉
内
閣
の
三

位
一
体
改
革
（
Ｈ
16
～
18
）
に

よ
る
地
方
交
付
税
等
が
、
国
の

総
額
26
％
・
県
は
30
％
の
削
減

に
な
る
。
こ
の
減
額
を
補
う
た

め
地
方
再
生
対
策
費
（
20
年
度

～
）
を
２
，
５
０
０
億
円
、
地

方
の
高
齢
者
人
口
比
率
・
財
政

状
況
の
厳
し
い
地
域
に
割
り
増

し
配
分
と
す
る
。
そ
の
た
め
歳

出
で
地
方
も
国
家
公
務
員
の

５
・
４
％
人
件
費
削
減
と
か
公

共
事
業
の
３
％
減
に
歩
調
を
合

わ
せ
る
が
、
財
源
不
足
は
拡
大

す
る
た
め
補
填
す
る
基
金
は
３

年
後
に
枯
渇
（
無
く
な
る
）
す

る
た
め
、
地
方
財
政
は
破
綻
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
た
め
消
費
税
の
引
き
上

げ
が
必
要
と
国
も
全
国
知
事
会

も
考
え
て
い
る
が
、
現
状
の
経

済
状
況
で
は
引
き
上
げ
は
無
理

だ
ろ
う
と
反
発
議
論
が
強
い
。

　

今
、
地
方
財
政
で
は
自
治
体

ご
と
に
公
会
計
の
「
健
全
化
判

断
比
率
評
価
」
が
市
町
村
ご
と

に
実
施
さ
れ
榛
東
村
は
こ
の
法

律
化
さ
れ
た
基
準
の
暫
定
値
よ

り
、
健
全
な
財
政
状
況
と
い
え

る
。

い
て
、
溶
存
物
質
量
は
県
内
の

温
泉
で
は
突
出
し
て
い
た
よ
う

だ
。

　

最
後
の
質
問
で
は
、
で
き

れ
ば
再
度
の
掘
削
が
始
ま
っ
た

「
し
ん
と
う
温
泉
」
も
前
回
の

よ
う
な
泉
質
の
良
い
湧
水
を
期

待
し
た
い
が
、
た
と
え
隣
接
し

た
地
点
で
も
湯
量
・
泉
質
と
も

思
う
に
任
せ
な
い
と
説
明
に
終

わ
っ
た
。

　

建
設
中
の
庁
舎
工
事
施
工
の

井
上
工
業
が
破
産
し
た
こ
と
に

よ
る
、
建
設
委
員
会
が
緊
急
に

召
集
さ
れ
、
村
長
の
現
状
と
経

過
説
明
が
な
さ
れ
た
。
破
産
は

10
月
16
日
同
時
に
破
産
管
財
人

が
決
ま
り
、
法
に
よ
る
手
続
き

に
入
っ
た
。
継
続
中
の
工
事
は

中
止
し
今
後
は
管
財
人
が
整
理

し
た
上
で
順
次
協
議
を
開
始
す

る
と
の
内
容
で
、
詳
細
に
つ
い

て
は
解
り
次
第
周
知
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

現
在
ま
で
に
契
約
の
内
１
億

５
千
万
円
が
支
払
わ
れ
、
９
月
時

点
で
34
・
８
％
の
施
工
率
の
た
め

出
来
高
払
い
に
つ
い
て
は
管
財
人

の
精
査
後
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
状

況
報
告
集
会
が
21
年
２
月
末
と
の

こ
と
で
、
工
事
再
開
の
見
通
し
は

か
な
り
遅
れ
る
。
村
は
支
払
側
に

な
る
が
追
加
の
村
民
負
担
を
お
願

い
す
る
こ
と
は
絶
対
無
い
と
村
長

は
断
言
し
て
い
る
。
議
会
と
し
て

も
特
別
委
員
会
を
設
置
し
対
応
し

て
行
く
事
に
な
っ
た
。

「地方財政の現状」

県市町村課との

勉強会から

発
で
は
、
こ

れ
に
似
た
成

分
が
示
さ
れ

て
い
る
。
草

津
・
万
座
温

泉
等
は
マ
グ

マ
に
由
来
す

る
が
、
そ
の

成
分
量
は
少

な
い
と
い
う
。

し
ん
と
う
温

泉
の
泉
質
は

大
変
評
判
が

よ
か
っ
た
が
、

温
泉
の
特
徴

と
し
て
は
北

橘
温
泉
と
ご

く
類
似
し
て




